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内 容 梗 概

本文では,各端局装置からの呼を方路選択して,所望の中央処理装置にオンライン接続を行なう電信交換装

荷と,回線経済のため地域的に回線を集束する集線装置および端局装置を任意の個所で試験する移動測定架に

ついて述べてある｡電信交換装置の交換接続部は,本装置の心臓部であり,動作速度および倍額度の点から交

差点にはすべてリードリレーを使用している｡また増設および保守を容易にするために,回路構成上ステップ

バイステップ方式を採用した｡試験部は電信交換装置内の各部接続試験,端局装置の機能試験およびひずみ試

験が可能である｡集線装置の柄成は,設置および増設が容易なように,ビルディソグブロック形式を採用した｡

移動測定架は地域的に配置され,端局装置または集線装置位置で使用されるため可搬形としてある｡

1.緒 言

MARS-101交換装置は多数の端局装置からの呼を

集線し,方路を選択して中央処理装置または他の交換

装掛こ接続することを目的としている｡

電信交換装置は,リアルタイムデータ処理系の小火

処理装置と回線を接続するための装置として,新しく

立案され開発されたものである｡ MARS-101座席予

約システムほ端局装置が多数であり,1回の呼はほぼ

5～6秒の保留時間であることのため,可能な限り回

線を地域的に集線することが望ましい｡このため回線

網計画の中には,端局装置の3形と4形による集線,

2形による集線および集線装置による集線が地域的に

採用されている｡また地域的に集線してもさらにトラ

フィック的に余裕のある回線もあるため,交換装置に

も集線機能をもたせてある｡

このように,回線網には地域的に各種装置がそう入

されることがあるため,回線の任意の場所で試験操作

を行なう必要があり,また中央処理装置と切り離した

試験も必要である｡このため前者には,移動測定架を

数台配置し手動により任意のそう入を可能とし,後者

にほ交換装置に擬似コンピュータを組み込み端局装置

から任意にこれを呼出し,試験できるよう考慮してあ

る｡以下交換装置,集線装置および移動測定架につい

てその概要を述べる｡
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2.電信交換装置

2.1構成および中継方式

本交換装置はトランク架(TRKF),1次リンク架(PLKF),2次リ

ンク架(SLKF),信号装置架(SIGF),試験架(TSTA,TSTB)および

配線盤架(TDF)から構成され,架高2,327mmの標準クロスバ架に

実装され計10架よりなる｡構成機器にはSIGF以外ほクロスバ棟器

を使用し,クロスボイソトにほ,信頼度および寿命を考慮しリード

リレーを使用している｡SIGFは単位回路のパッケージを使用した

電子回路と,これに供給するエリミネータ電源が実装されている｡
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第1図に架構成を示す｡

本交換装置は容量6群,実装2群で,1群の構成は1次リソク

(PLK)3フレーム,レジスタリンク(RLK)2フレーム,2次リンク

(SLK)2フレームよりなるが,1次リンクは入回線のトラフィック

により省略することも可能である｡今回納入の構成について弟2図

に中継方式図,弟3図に機械室の一部の写真を示す｡

PLKおよぴSLKは,入線24回線,出線8回線の集線機能をもっ

たフレームで,RLKは入線24回線,出線3回線にてレジスタセソ

ダ(RGS)の接続を行なうものである｡

端局装置からの電信回線は,入トランク(ICT)を経由してPLKの

人側またはPLKを経由しないでリンクトランク(LKT)に接続され

る｡LKTはPLKの出側,SLKの入側,RLKの人側に接続され,

RLKの出側はRGSに接続される｡

本交換装置はステップバイステップ方式で,平均件留時間ほ5～
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6秒である｡本装繹の各リンクは行合せ力式で,過剰待

合せは時間監視によりロックアウトされている｡

試験架ほA,B2架より構成さjt,試験架Aにほl旦j線

指定盤および障害記録機が,試験架Bにはテストエージ

ェソトおよび擬似コンピュータが実装されている｡
2.2 信 号 方 式

本システムの送受信信号方式ほ,第4図の送受イ言シー

クエンスチャートに示すようi･こ,､ド滞状態を0とし起動

または捕捉状態を㊦としている｡また情報は0を1とし

㊤を0に対応させ,スタート符号を0ストップ符埠を㊥

として使用している｡
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電信交換装置ほ,端局装霞からの送信線が0から㊤に

転じたことにより起動され,交換装置の捕捉信号は端局 保持線

装置の受信線を0から㊦に転極することによぎ)行なわれ

る｡

交換装置の各リンクの保持は,まず端局装置からの送信線の㊦転

梅によって行なわれ,中央処理装置に接続後は,中央処理装置から

の保持線の地気に切りかわって行なわれる｡

交換装置の復旧は,中央処理装置が送受信終了を判断し保持線の

地気を開放したとき行なわれる｡したがって,交換装掛ま端局装置

側から起動され,中央処理装置側から復旧する｡

2.3 接 続 動 作

2.3.1正常接続動作

正常接続動作は端局装置からの起動によって行なわれるが,こ

の動作概要を弟2図の中継方式図によって説明する｡

(1)入トランクICTの起動ほ端Jこ)装躍からの転極(①送出)に

よって行なわれ,起動された人トランクICTはただちに1次リン

クPLKへ起動地気を送る｡

(2)1次リンクPLKは入トランクICTからの起動により空出

線を選択し,リンクトランクLKTに起動地気を送る｡

(3)起動されたリンクトランクLKTは,レジスタリンクRLK

を起動するとともに1次リンクPLKのクロスボイントへ保持地

気を送る｡またこの地気は1次リンクPLKを経由して入トラン

クICTに送られ,リンクトランクLKTまで接続されたことを確

認のうえ,端局装置からの送受信回路をリンクトランクLKTま

でのばされる｡

(4)レジスタリンクRLKはリンクトランクLKTからの起動

により,空出線を選択し,レジスタセソダRGSに起動地気を与

える｡

(5)起動されたレジスタセンダRGSは,レジスタリンクRLK

第1応答

ルート識別

第46巻 第6号

第3国 電信交換装置機械室の一部

中央処理装置

情報処理

止別_M吐礼uリトト■

SPA

屯信交換装置(含集線装剛

交換点開放

Ll且旦+ヱ+⊥じ

し+些__
送仁て杓二号 確認符号

皿1⊥リ+ヽl- L二止旦1土L乙リ

R上)Y Sj)B

第2応答 回茶符号

第4国 道受信シークエンスチャート

のクロスボイントへ保持地気を送るとともに,リンクトランク

LKTに対し,レジスタセソダRGS捕捉確認表示地気をレジスタ

リソクRLK経由で送る｡リンクトランクLKTでほ,端局装置よ

りのびてきた送受信回線をさらにレジスタセンダRGSにのばす｡

ここでレジスタセソダRGSの情事艮受信リレーの動作により,直並

列変換機部を起動し,確認としで情報送信リレーが動作する｡こ

れが端局装置への第1応答となる｡端局装経ではこれを受信し

て,局選択符号を送出し,レジスタセソダRGSで蓄積,判読して

その結果によF)2次リンクSLKへ起動地気を送る｡

(6) 2次リンクSLKではこの起動により空出線を選択して,ク

ロスボイントが動作し,コンピュータトランクCMTに起動地気

を送る｡

(7) コンピュータトランクCMTでほ,2次リンクSLKに保持

地気を送るとともに,レジスタセンダRGSに対しコンピュータト

ランクCMT捕捉表示地気を送出する｡

(8)一方レジスタセソダRGSより送信側回線転梅でコソピュ

ータトランクCMTの情報受信リレーが動作し,中央処理装置を

起動し,中央処理装置からの応答を情報送信リレーに受ける｡

(9)レジスタセソダRGSでは,この転極を受け,端局装置に対

し第2応答を送信する｡

(10)第2応答送信後,リンクトランクLKTよりレジスタリン

クRLKを開放し,これによってレジスタセノダRGSも復旧し,

端局装置からの送受信回線は,リンクトランクIJKTから直接2

次リンクSLKを経てコンピュータトランクCMTに接続される｡

(11)この状態で,中央処理装置と端局装置は信号送受信を行な
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うが,この間の各クロスポイントの保持は,小央処理装置から与

えられる保持地気によって行なわれる(

(12)巾老の必要帖搾の送受信が終/r8】ると,小央処即矧符の保

才､1他端が卯)れるので,コンビュー′クトランクCMTでは立掛｢1装

i｢たよりの送信い哨泉釧諾三役のうえ,各クロスホイントト臓‖ける｡

2.3.2 特殊接続動作

付帯接続のほか,木交換装i芹では,クロスボイント試験のたが)

の同線指定接続動作,擬似コンピュータACOMPへの接続動作,

テストエージェソト TAGTから巾央処耶装粁への特殊接続動作

および陀常子J録機接続軌作が子+二なわれる〔以‾lご各接続動作につい

て概要を述べる〔

(1)l･･l線指定接続動作

Ilil線指謹接続ほ試験袈Aの回線指定盤の手動ロータリースイ､ゾ

チによ/1て郡,入トラソクICT,リンクトランクⅠノKT,レジスタ

セソダRGS,コソピュータトランクCMTおよびルートを指定し

て行なjっれる〔

各リンクの人側および出側を回線指定盤によって指定し,各リ

ンクのテストリレーの動作により,テストエージェソトTAGT

からの呼を各リンクの指定された位置を経由して接続し,同時に

擬似コンピュータACOMPを指定されたコンピュータトランク

CMTにリ1き込､-ん,j剃ユ送受信動作を行ない,その様続の良市を判

断する∩

(2)擬似コンピュータACOMPへの接続動作

端局装蹄で,擬似コソピュータACOMPに接続するため伺選択

符号000を送出した場合は,レジスタセノダRGSにてこのコー

ドを判読して,2次リンクSLK起動の前に,匝】線指定制御部を起

動して,擬似コンピュータACOMPが収容されているルート00,

コンピュータトランクCMTO番を日動的に指定して,この指定

ゾ亡/とともに2次リンクSLKを起動して接続動rFを行なう〔し

たがってレジスタセソダRGSで局選択符弓▲を受信するまでは正

′.削妾綻動作と全く同様である｡

(3)テストエージェソトTAGTから中央処理装置トの特殊接続

テストエージェソトTAGTは,何級指定接続に使用するのみで

なく,llt央処乃†皇装粁の制御早から種々の運哨上の特殊操作(発リヒ

保田,保留解除,区間分湖解除,発売通知,【弱体予約,発う祁舶台)

を行なうためにも使用している｡テストエージェソトTAGTは

群00,入トランクICTO番の位掛こ収解されているため,回線指

定接続に準じた接続動作を行なう｡テストエージェソト TAGT

からの咋ほ,l'l動l′如こ群00,入トランクICTO,りソクトランク

IJKTO,レジスタセソダRGSO,コンピュータトランクCMTO

を指定して接続される｡またリンク障害などの場付ま,手動によ

一〕て,ほかのリソクに指定を移すことも可能である∩

(4)障害記録機接続動作

1次リンクPLK,2次リンクSLKおよびレジスタリングRTJKに

∴r言いて,障′Tl子が発∠卜したとき,その障詳状況を障害記録機でさん

ル言己蝕する〔障チ.ヒ言発+三の検出にほ時l抑監脱による検rHと,2南1‖l

路の1‾く一致による検H-iがあり,これらの検出によってl〔亡ちに障`il子

i言J録何絡を起動する｡リンクと障駕記録機【;壬】のコネクタリレーが

動作し,障駕記録ILl路では障淵大沢を讃析し,蓄積`完了表ホをリ

ンクに送る｡この表示によりリンクを復l｢1し次の呼に対処する∩

また同時に障雫記録楼を超勤し,苺桁情報を順次さん孔し,記鈷

が完/すれば障語記録回路がfk‖-ける｡

2.4 試 験 方 式

木装繹の試験方式には,木装粁lノ1の各丁耶の.試験機能とトー一線を含め

た端J.-)装i柁の試験機能とがある｡†うi｢抑ヱ2･2･1(1)で述べたIl‾-1線指

定接純動作であー),後プ引二に擬似二三ンピュータACOMP在イ掛1‾=ノた-･

般試験とひずみ試験である｡

木装鍔l勺の各珊接続状態を試験する回線指定接続は,さきに述べ

たのでここでは擬似コンピュータACOMP,テストエージェント

TAGTおよびひずム測定についてその概要を述べる∩

2.4.1擬似コンピュータÅCO仙P

擬似コソピュータACOMPは中央処雌装躍を使川しないで,端

局装荷から担1線および交換装置を経山した試験を行なうため,.試

験架B(TSTB)に組ふ込まれている｡端局装置からほ仔意に呼び

出しを‾h‾r能とし,要求情報を解読して擬似的な対応回答情鞭を返

信するものである∩本装荷の機能は4で述べる移動測定架と同一

で,モ要機附こほリレーが使用されており,さらに向並列変換Il‾1終

にはひず人付加機能を持たせてある∩擬似コンピュータACOMP

の動作については移動測定架とほとんど同様であるので,4な参

照されたい｡

擬似コンピュータACOMPは端局装瞑の試験のほか,交換装粁

各リンクの接続試験を行なうための回線指定試験にテストエージ

ェントTAGTとともに使用される｡
2.4.2 テストエージェントTAGT

テストエージェントTAGTは,ほぼC形端局装荷と同様の機

能をもっているが,印刷機を付属しないため,料金その他のF】‾Ⅰ獅†テ

稚ほネオンランプで表示している｡テストエージュソトTAGl､

は擬似コンピュータACOMPとともに試験架B(TSTB)に実装さ

れ,端局装揖と同様の回路方式を使用している｡テストエージェ

ソトTAGTは,回線指定接続による交換装臣の接続試験を行なう

以外に,中央処理装置の操作卓から運用上の特殊操作を行なうた

めに使用される｡また[ll央処堺装匠の操作卓におかれたC形操作

盤から一般動作を行なうこともできる｡

2.4.3 ひずみ測定

擬似コンビーユタACOMPの向並列変換阿路は,送信および受

信それぞれについてひずみを付加させることができる〔これはト]

線を経由して端局装置の試験を行なう際,電信符号をひずませて

送信または受信L,矧.〕装吊のひずみに対する限馴亘を測定する

ものである｡

ひずみ付加の方式ほ,木システムの多村立調歩式でほスタート

ビットの長さを変化させるものと,受信の場合はサンプリングノ弐

を変化させるものとが考えられるが,本装得では前者の方式を川

いている〔これほ中央のみの操作で送信,受信に対してのひずみ

が付加できる利点を有する｡直並列変換回路は,6.4kcの水晶発振

詩話を基準としてタイミソグパ′レスを発生しているが,特にここで

使印しているものは恒温槽に実装された精度の高いものを月山､,

この基準周波数をフリップフロップを使用した計数回路で逓減す

る過程のパルスを娯閲し,手動ロータリスイッチの指定により

3.125パーセントピッチで50パーセントまでひずんを正力向,自

力向に付加するようしている〔

端J.1装掛こおけるひずムの限糾ま,確認符-ゝプ･にて2lltはも一作

受+が返されたときを限界外とし,そのときの値が回線を含めた

端局装蹄のマージュ値となる〔これにより･-い央処理装粁と端伺装

i那1】のひずムに対する余桁度が測定さJtる〔

2.5 特 長

木装匠ほリアルタイム系のデータ交換機であって,保留時間は5

-～6秒でほぼ一定である｡また待合せ方式として将来の端局装荷の

増加に対して,容易に機器の増設が可能なように考慮されている｡

今回設置のものは2粁であるが,これは6群までの増設により■11央

処理装揖の全入回線に対応して実装されるようになっている｡また

将来ほかの場所に可■-央処芦巨装荷が増設されても,局選択符-ぢ▲の判読

によってプチ路選択ほf‾一仁志であり,交換装躍の脚線がさらに中継線に

-121-



1052 rl｢†和39年6月 立

接続されるタンデム接続も,再生中継器の追加により可能である∩

本装置の試験ほ,回線指近接綻によりほとんどの機能が試験でき

るが,この操作をできるだけ簡榊こするため,手動ロータリースイ

ッチと数7表ホ管を1飢､,川線を含汐)た芸掛詔装揮の.試験を随時でき

るようにし,また擬似コンピュータを肺え,小央処刑装荷との抑)

分け試験が行なえるよう考厚されている｡特に本装一掛こはレジスタ

セソダ,而並列変換L司路などの電了･回路を含むため,これらを1架

に解約し,雑音による誤動作をさけている｡電子回路に共通に使用

するエリミネータ電源には2式を剛､,全匝1線が障害になることを

防止二し,クロック発生抑を2個用意し,障子和音に白動切換を行なう

よう考慮されている〔

1次リンクPLK,2次リンクSLKのクロスボイントにほ,リード

リレーを使用したことにより長寿命,高信煩度が判子‡され,また各

りンクの接続回路には,2奄回路が使印され,接∴∫.(の接触不良などに

よる誤接続がないようにしてある〔

3.集 線 装 置

襲線装‾琵引土,地域的に回線を集線してトラフイ､ソクを高〟)回線を

経済的に使用するために用いられる〔

3･】構 成

本装置は入線5回線,桝線2何線の集線装経で,クロスボイント

にはワイヤスプリングリレーを位相し,防じん形のL｢けきょう体に

実装されている｡本装罠の外観を第5図に示すり木きょう体の高さ

は,一般事務机と同ビ750mmで,同一個所に2台設探する場付こ

は木装匠を2段つ九重ねて設置できる構造であるたが),設f芹スペー

スは比較的少なくてすむ｡また,､ド常は操作する必要がないため,

操作パネルは,きょう体中に実装されているが,透明アクリル掛こ

よって監視は可能である｡

本装置は簡単な5×2の格子で構成され,入回線ごとの線路電流調

軽用の抵抗と,入線,出線ごとに移動測定架または回線電流測定用

計器をそう入できるジャックを備えている｡この主回路のほか,ロ

､ソクアウト監視回路,異常時の操作回路などを肺えている〔
3.2 動 作 概 要

入線にほ端局装荷からのl可線が使用され,川縁には対中央矧芹へ

の中継線が接続されている(本装琵の起動は,常に端尚装粁側より

行なわれ,送信および受信側が同時に接続される(接続動作を次に

述べる｡

(1)端局装附則よりの転極により,回線に向列にそう入された

有極リレーによi),プリファランスリレーが動作する〔

(2) この動作により空出線を選択し,接続可能ならばクロスボ

イントリレーが動作し,入線側が出縁側に接続される｡

第5Lズ1ち三 純 米 揖クト 朗

(3)クロスボイントは,

送信および受信線がともに

負称性になるまで保持さjt

る〔

｢l'KK

端局装置へ

または

那泉装苗′＼
C()NT

(HつIJ＼lノ

評 論 第46巻 第6号

(4)クロスボイントの動作中,時間監視を行ない,約16秒を

経過するとロック7ウト状態となり,クロスボイントを役l｢tし

さF)にこの状態が約11秒続けば持て与としてて警報を子rなう〔

4.移動測定架

木矧恥上,矧■‾J装置にi百接または架線装一掛こて電信回線に接線し,

矧一指帯との間で情報送受信を行ない,端Jiカ装躍を試験するもので

ある〔本矧熟ま使用日的から,一種の擬似コンピュータであって,

端局装置からの情報を解読してそれに対する応答を返信する一方,

右脚山1装荷から克た場合,あたかも正常に交換装置を羅山して,コン

ピュータに接続されたようにみえる必要があり,このため擬似コン

ピュータ繊能のほかiこ,擬似交換装躍の機能も備えている∩矧乃装

躍を丁試験する場介,送受信の情報ほ通常の運用業頗とは異なっても

機械制御方式の十分な動作が確認できれば口約を達成できるので,

特定の試験符り-を設定して試験を行なうよう考慮されている｡

4.1構 成

本装置は,ワイヤスプリソブリレーおよびリードリレーを主体と

した蓄積制御部と,トランジスタ,ダイオードを主体とした直並列

変換回路からなる(これらの制御電源および信号電源は,内蔵した

エリミネータ電源より供給している(木装繹の回路方式図を葬る図

に示す∩

木装掛よ運搬を解易とするため,AおよびBの2きょう体に分け

てあり,使用するときは測定用の架に載せ向きょう体間をケーブル

にて接続し試験を子fなうもので,外観は第7図に示すとおりである｡

な･fゴ,本装揖の梢造寸法は,A,Bともそれぞれ高さ420mm,幅

780mm,奥行220mmである｡

4.2 機 能

(1)端に〕装置における7種の操作(照会締切,予約,試験,-ゝゴ

ト糾旨定予約,解席指定予約,取消および伴席表ホ)に対応し情報

送受が行なわれる∩

(2)各種解答(YES,NO,再送,再考,保留)を操作面にある手

動ロータリースイッチにより任意に返信できる〔

(3)端†-う)装樺と本装置間の回線拭抗補正は,操作面にある手動

ロータリースイッチと電圧計を用いて行なわれる｡

(4)操作面の手動ロータリースイッチと電圧計により,各部電

Jl三,送受信電流の測定が叶能である∩

(5)端局装琵および集線装荷の信号方式に令わせてJil后,双信

いずれでも接続できるよう切符スイ､ソナを備えている(

(6)端J昂装匠からの送信情報

を1レターずつランプ表示し,

符引勺容をチェックできる｡

(7)動作の進行状態が解易に

わかるようシークェンスランプ

があるr､
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4.3 動 作 概 要

木装跨り動作シークエンスを第8図に示し,これにより以‾‾卜劇作

の概要を述べる(

(1)端局装揮よりの起動でトランクが捕捉され,擬似交換装i托

の役1‾lを行なうと同時に制御部を起動し,Jこl)選択符ぢ･受信の準肺

`完‾rにて,擬似交換装F託捕胱信号として端局装掛こ第1応答を送

出する〔

(2)端†六)装掟からは,必要とする小央処理矧托を選ぶため,J‖)

過択符り･を送出してくるので,本装樫でほその情報を記憶しでr古

き,同時にあたかも中央処理装跨が捕捉されたかのように窮2応

芥を送出し,一方受信回路を準備する∩

(3)端ノ.-)装粁ではこの第2応答を受信しノ,その情報が接続`ノ■J/

であれば,その操作に必要な情報釧瞑次送出してくるので,本装

程でほその情報をレターごとに蓄積すると同時に解説し,必要な

Lし+路動作を行なう｡

(4)摘ん】)矧7年カ､FJの送†.i情報な受仁‡L終J)ると,lリ1芥帖械なjk

†r一卜ぅーる｡州別序章艮の内`料よ大榔分ほ端ノ‥〕装i!丁〕二から受仁ミ◆した･帖純な

そのまま使ノー1ト才‾る〔

(5)制御部分のfk什】ととヰ)に恒l線ほfk‖ト音‾るが,帖稚崩掛土そ

のまま残り,後に述べる.iペ験川符り一般によって送信什テ報がチェッ

クされる∩

(6)雀捕汁l糊違ほ,新たに端J..)装r～‡からの′払軌があー-)たときに子女

lllし次の苗積に臓えるり

(7)準二lIミ常動作として,本矧詫からの解答符リセNO,巾送,巾

考,保何などにすることができ,この場付よ凹芥情掛よ2レター

のみとなる｡また,第2ん己芥にて付送およびビジーを返信した域

√†は,j馴二言終/綬l灯らに制御恥よ復l什する｡

(8)さらに準l[常勤作として,担】符情報にてノ+リティ小良符り一

を端ノ戸】)装掛こ返信することができる｡1凹のみ小艮とし,2凹11

の回答時には正借返信を行なわせることおよび2｢白1とも不出怖報

を返信することが可能である｡こJいこよって端ノ‖)装挺の仲受によ

る一打け訂正機能を,試験する｡

4.4 喘局装置試験用指定符号

4.4.1試験用指定符号の意味

端局装毘の試験には,端塙装荏のすべての回路を使用して見る

ことが必要である｡そこで操作盤のすべての電けんおよびランプ,

制御機の上智リレーIr--1路ならびに指定券巨Ij刷機の糾州洛ホニす､てな

くとも1[==よ佐川できるエう設計的に定めた符り･れン〔ま験川指止71二

り▲であるし.端ん-】)装i件のA,B,C形についてほ,そJLぞれ機諸:t数がり王主

なるため各形式ごとに試験用指定符〉J▲が定めてあり,本装irたのl‖1

芥情事糾掛戎ノブ式から,指定符号によれば端ノ占)装揖の受信関係各巨り

絡も同時に試験できる｡また端局装F琵の送信情報は,拶動測定梨

側で確認するたふう本矧恥こ添付した各試験符与;一対応の.試験符ヒj一挺

を班川する｡

4.4.2 試験用指定符号の構成

AJ仔端.1J)矧托をふじ験する指定符り･な例にとり,その他戎な述べ

る｢､路レターごとにその情報種顆をムると,その出入のものは仲

鵬数であるかF)最低14種規の試験符-ぢ･が必要である｡さrJに斗さf-†

の1杖の条件で.i姥足できる上,小,‾卜`の指定を,これに加えるとfナ

.汁16種板となる〔他の各レターほ16種粒の巾ですべで含めること
ができるため,これだけでA形端.J白う装置のすべての川路がふじ験で

きる｡この16種類の符-り一に番号をつけ16枚の試験符与う･板により,

端ノー請装揖の受信符引よ端后与装置壬側の指定担卜芥符号表により,また

端J,J)装;l■∈亡よりの送信符号は,移動測定米側で番ゝナ対比こ符り▲帆こよ

りj桁r†することによってふ〔験はソ己丁する∩卜!1芥帖鰍よ,操作慌で

指起Lた狩り▲(け中番ゝ∴ブロック誇り･および肘括位樫)以外は,端

り装粒より必ず送信してくる刑寸のr汁位けたの数′-ナニをそのまま綾

上l=ノているため,口付の中位けたが当然0から9まで使用される

ことにより,端后)装提の受信機能もすべて試験することができるし.

4.4.3 試験用符号=板

端Jり)装臣壬よりの送信情報の確認は,i綿圧力､つ誤確認を防Jヒする

ため,符う;一枚と表示ランプの+糀合方式を採用した｡符号掛こは,試

験用指定符引こより2進化符号の1に対応した位掛こ火をあけて

ある｡一力,この符ゝチ板を取り付けるAきょう体の操作面にほ,1

レターずつId転させるための手動ロータリースイッチをリー-■心とし

て,2進化情報の1のとき点灯する表示ランプがある｡この手動

ロータリースイッチの軸に,符号板を取り付け回転しながら1レ

ターずつ穴に対比けるランプを確認する〔穴のある所にランプが

山灯していない場介および火のない所に,ランプがノ＼1よ灯していた

場如こは情報が誤っているのであって,このことが確認される｡

5.結 ロ

リ､卜,交換矧札 災線矧きHJよび移動測立米に/八､てその概安な

j述べたれ そJLぞれ一止湖出すべき紙脱が付られ,山女ハニ述転小て

ある｡交換装椛二ねよび駐線装【托については,計l巾時のl叫線網計佃な

満足し,全州の端J品装拭からのトラフィックなげ‖としている〔また,

交換装柁の,試験機能および移動測定射よ,端†こ-)装柁のぶ帥'川与ノ∴ミから

述川.拭験にわたって,ほぼ卜分な.拭験ができた｡柑に移助測定射こ

ついてほ,社内倹撫,設i托⊥事ふ〔験およびその後の障害検出に大き

な役′.判を果している1

今後,交換矧托についてほ増一組時の_l二車の悦錫イヒ,′副言リレーの加

快`､〕二化などについてさらに検討を加え,オンラインリ7ルタイムシ

ステムの交換矧打とLてより優秀なものに,また架線装抑こついて

ほ月⊥在のものを基準にして,電信用架線装揮としての検.さ寸を加え,

保`､1:を要しないものに,また移動測定架についても電√化などの方

法によって小形化,軽量化した方式のものにしたいと考えている∩

般後に路装Fビ亡の開発,設i汁,製rliにご指噂,ご協ブノを賜J)つた｢1

本1=li】付鉄道および口立製作所関係糾立に厚く感謝のぷ滝･表する∩
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